
 

 

現在の進修学習館付近にあった｢奉安殿｣(真後ろのヒマラヤ杉は
現存する)(中 38回『卒業アルバム』昭和 14 年３月発刊より)と、
｢茨城縣立土浦中學校進修報國隊旗｣（『進修』第 46 号より） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

            

    

 

御
真
影
と
奉
安
殿 

 

天
皇
・
皇
后
の
公
式
の
肖
像
写
真
で
あ
る
御

真
影
は
、
宮
内
省
か
ら
各
学
校
に
下
賜
【
実
際

は｢

貸
与｣

だ
っ
た
】
さ
れ
、
明
治
初
期
か
ら
崇

拝
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
非

常
に
慎
重
な
取
り
扱
い
が
要
求
さ
れ
、
校
長
の

責
任
で
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
1920
年
代
か
ら
は

奉
安
庫
や
奉
安
殿
に
安
置
さ
れ
、
四
方
拝
・
紀

元
節
・
天
長
節
・
明
治
節
で
の
儀
式
の
際
に
掲

出
さ
れ
ま
し
た
。 

本
校
に
は
、
1910(

明
治
43)

年
11
月
１
日
に

下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
幸
津
國
太
郎
校
長
が
県
庁

で
拝
受
し
、
列
車
で
、
午
後
２
時
17
分
、
土

浦
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
４
・
５
年

生
は
武
装
を
し
て
、
３
年
生
以
下
は
徒
手
で
出

迎
え
ま
し
た
。
警
察
官
が
先
導
し
、
４
・
５
年

生
は
校
長
の
奉
戴
す
る
御
真
影
の
儀
仗
隊
と

な
り
、
３
年
生
以
下
は
随
従
の
隊
形
を
な
し
て

護
衛
し
、
真
鍋
台
の
校
舎
ま
で
厳
か
に
行
進
し

て
、
予
め
設
け
ら
れ
て
い
た
奉
安
所
に
奉
じ
、

職
員
一
同
が
順
次
拝
し
ま
し
た
。
奉
安
所
は
旧

本
館
玄
関
左
側
の
部
屋
【
戦
後
は
進
路
指
導
室

と
し
て
使
わ
れ
た
】
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
天

皇
が
新
た
に
即
位
す
る
と
そ
の
御
真
影
が
下

賜
さ
れ
【
前
天
皇
の
御
真
影
は
奉
還
し
た
】
、

校
長
が
県
庁
で
拝
受
し
て
、
全
校
生
徒
が
同
様

に
奉
迎
し
ま
し
た
。 

1928(

昭
和
３)

年
11
月
に
は
昭
和
天
皇
即
位

の
礼
を
記
念
し
て
、
現
在
の
進
修
記
念
館
付
近

に
奉
安
殿
が
建
設
さ
れ
、
生
徒
や
職
員
は｢

登

下
校
の
際
な
ど
に
は
、
丁
寧
な
敬
礼
を
す
る
よ

う
に
。｣

と
指
導
さ
れ
ま
し
た
。 

教
育
勅
語
奉
戴 

1930
年
代
に
入
る
と
、｢

教
育
に
関
す
る
勅
語

(

教
育
勅
語
：
1890
・
明
治
23
年
10
月
30
日
発

布)
｣

は
、
国
民
教
育
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
神

聖
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。｢

教
育
勅

語｣

の
写
し
は
、
殆
ど
の
学
校
で｢

御
真
影｣

と

と
も
に
奉
安
庫
・
奉
安
殿
な
ど
の
特
別
な
場
所

に
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
は｢

教
育

勅
語｣

の
全
文
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
1937

(

昭
和
12)

年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
翌
1938

年
に
国
家
総
動
員
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
る
と
、

そ
の
体
制
を
正
当
化
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
、

更
に
そ
の
補
完
の
た
め
に
、
1939
年
に
は｢

青
少

年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語｣

が
発
布
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
教
育
現
場
で
は
、
出
征

兵
士
の
送
迎
・
戦
勝
祈
願
・
教
育
勅
語
奉
読
・

時
局
講
演
・
勤
労
奉
仕
な
ど
が
、
戦
時
体
制
下

で
の
学
校
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

戦
時
体
制
の
確
立 

1938
年
６
月
、
文
部
省
は
、
中
等
学
校
低
学
年

の
休
業
時
に
は
３
日
、
そ
の
他
の
学
年
は
５
日

を
標
準
と
し
て
、
集
団
勤
労
作
業
の
実
施
を
通

達
し
ま
し
た(

｢

集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施

ニ
関
ス
ル
件｣

)

。
翌
1939
年
３
月
に
は
、
集
団

勤
労
作
業
を
漸
次
恒
久
化
し
、
学
校
の
休
業
時

だ
け
で
な
く
随
時
こ
れ
を
行
い
、
正
課
に
準
じ

て
取
り
扱
う
こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。
更
に

1941
年
２
月
の｢

青
少
年
学
徒
食
糧
飼
料
等
増

産
運
動
実
施
要
項｣

に
お
い
て
、
文
部
省
は｢

一

年
ヲ
通
ジ
三
十
日
以
内
ノ
日
数
ハ
授
業
ヲ
廃

シ｣

て
作
業
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
日

数
・
時
数
は
授
業
を
実
施
し
た
も
の
と
認
め
ま

し
た
。
ま
た
、
同
年
８
月
に
は
、｢

学
校
報
国

団
ノ
体
制
確
立
方｣

の
訓
令
を
発
し
、
学
校
ご

と
に
学
校
報
国
隊(

団)

を
組
織
し
て
、
軍
事
的

要
請
に
従
っ
て
学
徒
を
労
務
に
動
員
し
得
る

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。
土
浦
中
学
で
は

訓
令
に
先
ん
じ
て
同
年
５
月
、
生
徒
会
で
あ
る

｢

進
修
会｣
が｢

土
浦
中
学
校
進
修
報
国
団｣

に

改
組
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
部
で
あ
っ
た
野
球
部
・

水
泳
部
・
剣
道
部
な
ど
が
班
と
な
り
、
新
た
に

設
立
さ
れ
た
滑
空
班
・
修
錬
班
・
研
究
班
な
ど

と
と
も
に
、
統
括
組
織
と
し
て
設
け
ら
れ
た
総

務
部
・
鍛
錬
部
・
国
防
部
・
学
芸
部
・
生
活
部

の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

団
長
に
は
校
長
が
就
き
、
従
来
の
部
顧
問
教
師

が
班
長
と
な
っ
て
、
生
徒
役
員
は
校
長
が
任
命

す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
県
学
務
課
内
に
は
、

本
部
に
当
た
る｢

茨
城
県
中
等
学
校
報
国
団

【
団
長
に
は
県
知
事
が
就
任
し
た
】｣

が
置
か

れ
、
中
堅
皇
国
民
生
徒
の
錬
成
の
た
め
の
場
と

な
り
、
銃
後
青
少
年
学
徒
へ
の
指
導
の
更
な
る

強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
年
の
10
月
に
は｢

進
修
報
国
隊｣

も
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
よ
い
よ
学
徒
に

も
臨
戦
態
勢
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
学

校
教
育
全
体
が
「
防
衛
訓
練
」
の
名
の
下
に
軍

隊
化
し
て
い
く
も
の
で
し
た
。
校
長
が
隊
長
で
、

学
校
全
体
が
大
隊
・
中
隊
・
小
隊
に
区
分
さ
れ
、

隊
長
の
命
令
一
下
、
全
生
徒
が
即
座
に
各
自
の

部
署
に
就
け
る
よ
う
に
統
制
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
年
・
学
級
を
超
え
た
通
学
地

域
ご
と
に
一
隊
を
構
成
し
た
実
践
的
な
組
織

も
創
ら
れ
、
勤
労
動
員
や
軍
事
訓
練
の
基
盤
と

な
り
ま
し
た
。 

11
月
、
茨
城
県
は
、
報
国
隊
の
活
動
に
特

例
を
設
け
ま
し
た
。
従
来
、
年
間
授
業
カ
ッ
ト

の
日
数
は
30
日
以
内
で
し
た
が
、
30
日
を
超

え
て
軍
事
訓
練
や
勤
労
奉
仕
に
充
て
て
も
よ

い
旨
の
通
達
で
し
た
。 

こ
の
年
の
12
月
８
日
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ

り
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
土
浦
中
学
で
も
、

従
来
の
援
農
作
業
に
加
え
て
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航

空
隊
や
第
一
海
軍
航
空
廠
で
の
軍
役
奉
仕
や

満
蒙
開
拓
幹
部
訓
練
所
【
常
磐
線
内
原
駅
南
東

約
1km
に
あ
る
日
本
農
業
実
践
学
園
の
農
場
一

帯
】
で
の
宿
泊
訓
練
・
防
空
演
習
な
ど
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

中
42
回(

1938
・
昭
和
13
年
４
月
入
学
、
1943
・

昭
和
18
年
３
月
卒
業)

の 

荒
木
淳
は
土
浦
中

学
で
の
５
年
間
の
生
活
を
回
顧
し
て
、 

｢
 

(略) 

僕
等
の
生
活
は
文
字
通
り
多
彩

な
も
の
で
あ
つ
た
。
【
日
中
戦
争
か
ら
】
大
東

亞
戰
爭
に
至
る
迄
に
第
二
次
歐
洲
大
戰
の
勃

發
有
り
、
獨
ソ
開
戰
あ
り
或
ひ
は
日
獨
伊
三
國

條
約
の
成
立
が
有
り
、
一
方
國
内
的
に
は
皇
紀

平成２９年７月１１日 

茨城県立土浦第一高等学校 
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戦時下の土浦中学生４ ～戦時体制の強化～ 
日中戦争の拡大とそれに伴う国際情勢の緊迫化とにより、戦

時動員体制は確立されていきました。総力戦遂行に向け、教育

現場では、出征兵士の送迎・戦勝祈願・教育勅語奉読・時局講

演・勤労奉仕などを学校行事として行うようになりました。更

に、修業年限の短縮や勤労奉仕の期間延長も図られていきまし

た。文中の【  】内は筆者による注記です。 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

防空演習 
バケツリレーによる消火作業
（右、『写真記録茨城 20世紀』
より）と全町内が参加して行
われる訓練（下、『ふるさとの
想い出写真集・土浦』より）。 

二
千
六
百
年
の
大
祝
典
が
有
り
、
僅
か
五
年
の

中
學
校
生
活
の
中
に
幾
多
の
歴
史
的
事
件
に

遭
遇
し
た
。
僕
等
は
幾
多
の
國
民
的
喜
び
、
國

民
的
苦
し
み
を
經
驗
し
た
と
共
に
一
方
に
於

て
は
過
渡
期
の
學
生
と
し
て
多
く
の
苦
し
み

或
は
樂
し
み
を
味
つ
て
來
た
事
は
否
め
な
い
。   

 
 

(略) 

と
ま
れ
土
中
五
年
間
の
生
活
は
限
り

な
く
樂
し
か
つ
た
。
し
み
じ
み
思
ひ
平
凡
に
送

つ
た
五
年
間
を
つ
く
づ
く
と
後
悔
す
る
と
共

に
今
後
數
年
の
土
中
生
活
を
控
へ
ら
れ
る
下

級
生
諸
君
に
は
何
年
前
車
の
轍
を
見
ら
れ
て
、

樂
し
い
學
校
生
活
を
有
意
義
に
送
ら
れ
ん
事

を
望
ん
で
止
ま
な
い
。｣

(

『
進
修
第
46
号

(

1943
・
昭
和
18
年
２
月
15
日
発
刊)

』)

と
述
べ
、

戦
争
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
何
と
か
自
由
と

青
春
を
享
受
で
き
た
土
中
生
活
に
感
謝
し
、
後

輩
に
も
同
様
の
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

防
空
演
習 

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
航
空
機
の
性
能
が
飛

躍
的
に
向
上
し
て
空
襲
の
脅
威
が
増
大
す
る

と
、
軍
・
官
・
民
、
全
て
に
亙
っ
て
の
防
空
体

制
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
1928(

昭
和
３)

年

の
大
阪
で
の
軍
・
官
・
民
合
同
の
防
空
演
習
を

皮
切
り
に
、
既
に
主
要
都
市
で
は
防
空
演
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
背
景

に
、
防
空
法
の
制
定
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、

陸
・
海
・
内
務
そ
の
他
の
省
庁
の
意
見
が
容
易

に
一
致
せ
ず
、
1937
年
に
至
っ
て
漸
く
勅
令
が

公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
防
空
法
に
は
、
空

襲
に
よ
る
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、

陸
・
海
軍
に
よ
る
防
空
作
戦
に
即
応
す
る
民
間

の
態
勢
の
整
備
、
即
ち
、
灯
火
管
制
、
消
防
・

防
毒
、
避
難
及
び
救
護
、
監
視
・
警
報
な
ど
を

迅
速
に
行
わ
せ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
道
府
県

に
防
空
計
画
を
策
定
さ
せ
、
態
勢
を
整
え
さ
せ

る
こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当

初
は
防
空
思
想
の
普
及
や
防
空
訓
練
が
主
で

し
た
が
、
1941
年
に
内
容
が
強
化
さ
れ
、
更
に

太
平
洋
戦
争
の
戦
局
悪
化
に
伴
っ
て
、
1943
年

に
は
、
疎
開
や
偽
装
、
非
常
用
物
資
の
配
給
な

ど
に
係
る
条
文
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。 

防
空
法
に
基
づ
い
て
各
地
で
防
空
演
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
1939
年
に
土
浦
町
で
実
施

さ
れ
た
防
空
演
習
の
模
様
を
２
年
生
の
田
崎

嘉
邦(

中
42
回)

は
『
進
修
第
43
号
（
1940
年
３

月
１
日
発
刊)

』
に｢

防
空
演
習｣

と
題
し
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

『
東
部
防
衛
司
令
部
發
表
！ 

午
後
七
時

東
部
防
衛
司
令
部
全
管
區
に
亘
り
空
襲
警
報

が
發
せ
ら
れ
ま
し
た
！
』
突
然
ラ
ヂ
オ
が
鳴
り

出
し
た
。
今
ま
で
勉
強
し
て
ゐ
た
僕
は
方
々
の

電
燈
を
消
し
に
歩
い
た
。
最
後
に
座
敷
の
電
燈

を
消
さ
う
と
し
た
時
、
よ
い
音
で
聞
え
て
ゐ
る

警
察
の
半
鐘
が
鳴
り
出
し
た
。
續
い
て
甲
高
い

仲
町
の
半
鐘
が
鳴
り
出
し
た
。
勉
強
室
へ
戻
つ

て
來
る
と
表
の
方
が
大
部
ざ
わ
つ
い
て
居
る
。

出
て
見
る
と
も
ん
ぺ
姿
の
家
庭
防
火
群
の
人

達
が
集
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
中
に
警
防
團
員
ら
し

い
腕
章
を
つ
け
た
消
防
姿
の
人
が
何
事
か
訓

示
を
與
へ
て
ゐ
た
。
僕
は
自
分
の
家
の
管
制
状

況
を
外
か
ら
一
通
り
調
べ
、
少
し
も
光
の
洩
れ

て
ゐ
な
い
の
を
見
て
と
つ
て
安
心
し
て
家
の

中
に
入
つ
た
。
中
で
は
子
供
達
が
『
空
襲
警

報
々
々
々
々
』
と
う
す
暗
い
部
屋
の
中
を
あ
ぶ

な
つ
か
し
い
足
取
り
で
駈
け
廻
つ
て
ゐ
た
。
僕

は
一
人
二
階
に
の
ぼ
つ
て
、
火
鉢
の
側
へ
仰
向

き
に
ね
こ
ろ
ん
だ
。
ぢ
つ
と
耳
を
澄
ま
す
と
、

階
下
の
子
供
達
の
わ
め
き
聲
や
外
を
叫
ん
で

あ
る
く
警
防
團
員
の
甲
高
い
聲
が
耳
に
つ
く
。

と
急
に
表
の
人
達
が
ざ
わ
め
き
始
め
た
。
何
か

起
る
な
と
直
感
し
た
時
、
ガ
ン
ガ
ラ
ガ
ン
ガ
ラ

と
バ
ケ
ツ
を
敲
く
音
と
共
に
『
燒
夷
彈
落
下
！
』

と
叫
ぶ
聲
が
聞
え
た
。
が
ば
つ
と
は
ね
起
き
て

窓
か
ら
表
を
の
ぞ
く
と
、
も
う
道
一
杯
に
燒
夷

彈
が
燃
え
ひ
ろ
が
つ
て
眞
中
か
ら
眞
白
い
花

火
の
樣
な
火
花
が
シ
ユ
ウ
シ
ユ
ウ
と
音
を
立

て
な
が
ら
ふ
き
出
し
て
ゐ
た
。
バ
ケ
ツ
は
ま
た

敲
か
れ
て
ゐ
る
。
家
庭
防
火
群
の
人
達
は
、
水

と
砂
と
を
上
か
ら
バ
サ
ツ
と
ぶ
つ
か
け
て
向

ふ
へ
走
つ
て
行
つ
た
。
そ
し
て
再
三
、
砂
を
ぶ

つ
か
け
た
。
さ
し
も
の
燒
夷
彈
も
勇
敢
な
家
庭

防
火
群
の
働
で
段
々
と
衰
へ
て
、
仕
舞
に
は
煙

を
殘
し
て
消
え
て
い
つ
た
。
緊
張
し
て
見
て
ゐ

た
人
々
は
皆
口
々
に
何
か
語
り
な
が
ら
こ
れ

も
段
々
と
立
ち
去
つ
て
行
つ
た
。
『
今
の
動
作

は
大
變
良
好
！
』
と
警
察
か
ら
來
た
人
が
大
聲

で
叫
ん
だ
。｣ 

                  

翌
1940
年
９
月
に
は
本
校
に
お
い
て
も
初
め

て
の
防
空
演
習
が
行
わ
れ
、
３
年
生
の
木
口
公

晴(

中
42
回)

は
、
土
中
生
の
訓
練
振
り
を
記

し
て
い
ま
す(

『
進
修
第
44
号(

1941
年
３
月
１

日
発
刊)

』）。 
｢

先
週
の
金
曜
日
に
學
校
内
の
防
空
演
習
を

始
め
て
や
つ
て
見
た
。
先
ず
朝
禮
の
時
に
色
々

注
意
を
受
け
、
ど
ん
な
事
を
や
る
の
だ
か
解
ら

ぬ
の
で
何
と
な
く
落
着
か
ぬ
氣
持
で
授
業
を

受
け
た
。
短
縮
【
授
業
】
で
晝
ま
で
何
事
も
な

く
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
。
放
課
後
清
水
【
繁
次
郎
】

先
生
が
大
き
な
眞
新
し
い
手
拭
を
持
つ
て
來

ら
れ
た
。
教
室
で
色
々
話
を
聞
い
て
ゐ
る
中
に
、

野
球
部
の
者
が
廊
下
を
走
り
ま
は
つ
て
何
や

ら
怒
鳴
つ
た
。
大
勢
で
一
度
に
言
ふ
の
で
何
を

言
つ
て
ゐ
る
の
か
さ
つ
ぱ
り
分
ら
な
い
。
了
る

と
ド
ア
を
開
け
て
通
信
文
を
持
つ
て
來
た
。
先

生
が
そ
れ
を
讀
ま
れ
た
。
Ｃ
國
の
飛
行
機
が
仙

臺
上
空
を
過
ぎ
た
と
言
ふ
想
定
で
あ
つ
た
。
間

も
な
く
遠
く
の
方
で
ガ
ン
ガ
ン
と
鳴
つ
た
。
そ

ら
瓦
斯
だ
と
言
ふ
の
で
防
毒
面
代
用
の
手
拭

を
着
け
た
。
先
生
は
大
き
な
手
拭
を
つ
け
る
時

『
オ
ツ
ホ
ン
』
と
一
つ
咳
拂
ひ
を
し
た
の
で
、

皆
が
ど
つ
と
笑
つ
た
。
暫
ら
く
の
間
沈
默
が
續

い
た
。
突
然
玄
關
の
鐘
が
四
つ
鳴
ら
さ
れ
た
。

愈
々
全
校
生
徒
が
校
庭
の
隅
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。
化
學
實
驗
室
の
東
側
に
燒
夷
彈

が
落
ち
て
、
水
泳
部
員
が
水
や
砂
を
ぶ
つ
か
け

て
ゐ
た
。
な
か
な
か
消
え
な
い
。
『
ド
ガ
ン
』

と
思
つ
た
よ
り
大
き
な
音
が
し
て
破
裂
し
た
。

火
は
益
々
盛
に
燃
え
擴
が
る
一
方
で
あ
る
。
應

援
隊
が
我
々
避
難
民
中
か
ら
繰
出
さ
れ
た
。
野

球
部
員
が
走
つ
て
來
て
表
門
附
近
に
大
き
な

燒
夷
彈
を
落
さ
れ
て
、
御
眞
影
奉
安
庫
は
危
く

な
り
只
今
奉
遷
中
で
あ
る
旨
を
報
告
し
た
。
漸

く
實
戰
的
に
な
つ
た
。
向
ふ
を
御
眞
影
を
奉
遷

し
通
る
の
に
對
し
て
、
庭
球
部
の
者
の
號
令
で

最
敬
禮
を
し
た
。
作
業
室
附
近
に
は
何
部
の
者

だ
か
ヾ
、
車
や
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
走
つ
て
ゐ

た
。
實
驗
室
前
の
燒
夷
彈
も
漸
く
プ
ー
ル
の
水

で
鎭
火
し
た
。 

斯
く
し
て
防
空
演
習
の
一
日
は
終
つ
た
。｣ 

土
浦
町
民
の
訓
練
は
と
も
か
く
、
土
中
生
の

そ
れ
は
真
剣
味
に
欠
け
、
ド
タ
バ
タ
し
た
も
の

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
、
生
徒
た
ち
は
、

空
襲
な
ど
あ
る
筈
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
。
幸
い
に
土
浦
は
空
襲
を
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
主

要
都
市
が
灰
燼
に
帰
し
た
こ
と
は
周
知
の
と

お
り
で
す
。
軍
の
防
空
シ
ス
テ
ム
は
全
く
機
能

せ
ず
【
日
本
軍
の
B29
撃
墜
率
は
、
僅
か
に
0.17
％

だ
っ
た
】
、
木
造
家
屋
中
心
の
日
本
に
対
す
る

焼
夷
弾
の
雨
に
は
、
日
頃
の
訓
練
も
役
に
立
た

ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
消
火
活
動
や
救
助
活
動

を
行
っ
て
い
る
う
ち
に
逃
げ
遅
れ
る
な
ど
し

て
、
犠
牲
者
を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 
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